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施設が充実してるなぁ！

短期留学ができる

好きな○○を学びたい！

英語が好き！

○○部に入りたい！
どんな部活が
あるのかな？

面白そうな行事だ！体験学習が充実



…通知表の評価・評定

…学力の向上

…面接・作文・小論文等



〇 １・2年の学習内容の復習に計画的に取り組む

（問題集など）

〇 学校内外の実力テスト等で成果を確認

（現状把握と理解が不十分な分野等の復習）





①出願手続きの仕方

②男女別定員制の緩和措置拡大

③中学校英語スピーキングテスト

令和５年度 都立高校入試 主な変更点
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全都立高等学校

インターネット出願の実施

(推薦選考、第一次学力検査)





①出願手続きの仕方
④入学願書の性別欄廃止

⑤自己PRカード・自己申告書・志願報告書について

⑦入学考査料の納付方法

⇒出願サイト上で決済が可能になります。

令和５年度 都立高校入試 主な変更点
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[男子]

1 853点
2 849点

・
・
・

18 725点
19 721点
20 716点
21 705点
22 696点
23 682点

①男女別に総合成績で並べ、男女各9割
（この場合は18名ずつ）までを、合格者
として決定する。

[女子]

1 874点
2 872点

・
・
・

18 743点
19 732点
20 726点
21 722点
22 711点
23 682点

合
格
者

②残りを男女合同の総合成績で並べ、
１割（この条件だと４名）を合格者
として決定する。

女 19 732点
女 20 726点
女 21 722点
男 19 721点
男 20 716点
女 22 711点
男 21 705点
男 22 696点
男 23 682点

合
格
者

男女合同の
総合順位に並べ直す
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②男女別定員制の緩和措置拡大

③中学校英語スピーキングテスト

令和５年度 都立高校入試 主な変更点



学校ID登録

生徒登録

登録確認

受検票配布

受検

６月

７月７日(木)～

９月１日（木）～

１１月中旬

１１月２７日(日)





学力検査点
自分のとった入試の得点
を700点満点に換算

調査書点
自分の内申を65点満点に
換算し、それをさらに300点
満点に拡大

ESAT-J
中学校英語スピーキングテスト

都内中学３年生全員を
対象に実施
２０点満点で都立入試
一般総合得点に加点

＋ ＋

総合成績

全日制課程の学力検査と調査書の比重は原則７：３

総合得点
（1000点満点）





推薦に基づく選抜
（推薦入試）

学力検査に基づく選抜
（一般入試）

第一次募集・分割前期募集

分割後期募集・第二次募集

一 般 推薦

文化・スポーツ等特別推薦

理数等特別推薦



★出願方法

・１つの高校の中の１コース又は１科（１分野）に限り出願できる。

・同一学科内に２科ある場合は、第２志望まで指定できる。

★提出書類等
ア「一般推薦書」
イ「入学願書」

ウ「調査書」

エ「自己ＰＲカード」

オ「入学考査料（全日制は2,200円）」 *ネット決済か領収書のアップロード*



① 「入学願書」
② 「調査書」*出欠の記録欄削除*

③ 「推薦書」 ④ 「自己ＰＲカード」

⑤ 「入学考査料（全日制は2,200円）」



① 入学願書
●インターネットの専用サイトから必要事項

を入力します。

●受検票も、専用サイトから印刷します。





② 調査書
●学校で作成します。

●氏名の漢字等が願書と異なると受理されません。

●調査書記載事項通知書は、推薦入試選抜者は１月1７日、

一般入試選抜者は１月３１日までに配布します。

●諸活動の記録に記載する内容は、P.24の「調査書作成資料」

の書き方を参考に、10月２6日(水)までにご提出ください。



③ 「推薦書」

中学校で作成し、その他の出願書
類と共に中学校から都立高校へ
提出します。



④ 自己ＰＲカード
●受検者が作成します。

●「本校の期待する生徒の姿」を参考にします。

*東京都教育委員会HPからもご覧いただけます*

●令和５年度入試から、黒のボールペンの記入だけでなく、

電子ファイルへの入力印刷による提出が可能になりました。





検査内容 面接がある 面接がない

入学願書提出時 提出必要 －

面 接 時 面接資料として活用 －

合 格 発 表 後 － 提出必要

＊ 一般入試において面接を実施しない都立高校を受検し合格した者は、
推薦入試において同じ都立高校を受検した際に「自己ＰＲカード」を
提出している場合でも、改めて「自己ＰＲカード」を作成して、指定された
期日に提出することになります。



都立高校で用いられる
自己ＰＲカード



①志望理由
入学を志望した理由と、
自分が取り組みたいこと
を、本校の期待する生徒
の姿を参考にして記入。

受験する高校の授業見学、説明会等に参加したり、
パンフレットを読み込んでおかないと書けない。



②中学校生活の中で得たこと
中学校生活の中で、自分が特
に伝えたいことを、学校内外で
体験したことがから選び、そこ
から自分が得たことについて
具体的に記入

部活動、委員会、学級活動、学校行事、ボランティ
ア、習い事などを通し、何を学んだか、体験から
学んだことを書く。





推薦に基づく選抜
（推薦入試）

学力検査に基づく選抜
（一般入試）

第一次募集・分割前期募集

分割後期募集・第二次募集

一 般 推薦

文化・スポーツ等特別推薦

理数等特別推薦





一般入試の出願
① 出願方法

・１つの高校の中の１コース又は１科（１分野）
に限り出願できる。

② 提出書類等
ア 入学願書（本人作成）

イ 入学考査料2,200円（定時制950円）

ウ 調査書（中学校で作成）

エ 自己PRカード（本人作成。資料参照）



出願後の志願変更について（取下げ・再提出）

ただし、推薦入試ではできない。

願書提出
出願状況
の公表

願書
取り下げ

願書
再提出





学力検査等 ① ～受検教科～
【全日制】

◇ 第一次・分割前期募集 → ５教科（国数英社理）

◇ 分割後期・第二次募集 → ３教科（国数英）

【定時制】 ＊面接は全校で実施

＊作文（小論文）・実技は学校により実施

◇ 第一次・分割前期募集 → ３～５教科

◇ 分割後期募集 → ３教科

◇ 第二次募集 →各高校が３科指定する



学力検査等②
学力検査問題を自校による作成

「１０校」で実施

日比谷・戸山・青山・西・八王子東・立川・国立・

新宿・墨田川・国分寺

※理科と社会は共通問題

★国際高校は、英語のみ自校で作成



学力検査等③
マークシート方式

・ 共通問題で学力検査を実施する全ての

都立高校でマークシート方式の答案です。

・ 一部の問題を独自問題で

実施する高校では、共通問

題で出題する教科のみ、

マークシート方式で実施



学力検査の得点と調査書点の比率等
【全日制課程】 *傾斜配点を実施する都立高校もある*

募集区分 学力検査の教科数
学力検査の得点と
調査書点の比率

第一次募集
分割前期募集

５教科
(国・数・英・社・理)

７：３

分割後期募集
第二次募集

３教科
(国・数・英)

６：４



・ エンカレッジスクール

・ チャレンジスクール

面接、作文、実技検査などを実施

学力検査を実施しない高校



分割後期募集・第二次募集

【応募資格】

推薦入試、第一次募集・分割前期募集の

合格者は応募できない



開示請求

入学願書裏面の「同意署名欄」

都立高校から中学校へ学力検査の
得点結果を提供するもの

中学校は個人情報として十分配慮し、
今後の指導等に活用





得点の開示について

合格者不合格者

受付終了日 ： 令和5年８月３１日

時期を
ずらして
実施

３
月
よ
り
受
付

５
月
よ
り
受
付



・インフルエンザ等学校感染症に罹患した者

・新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者に

指定された者

・検査当日に３７．５度以上の熱がある者

・行政検査であるPCR検査の結果を待っている者



【検査内容】
・国語・数学・英語
・面接等(高校によって理・社の口頭試問)

•【出願手続き】
願書（追検査用）

*入学考査料 ⇒ 全額免除*

罹患証明書等 すぐに
中学校へ
連絡を！



各都立高等学校の詳しい内容は、

「令和5年度
東京都立高等学校募集案内」

をご確認ください。





推薦に基づく選抜
（推薦入試）

学力検査に基づく選抜
（一般入試）

第一志望優遇

併願優遇

推薦入 試

一般受験



①本校を第一志望とし、合格した場合は必ず入学することを確約できる者

②中学校が推薦するにふさわしい人物として認めること

③３年次の欠席日数が５日以内で、３年間の欠席日数が１０日以内であること

④5科20以上。各種検定（英検・漢検・数検）で準2級以上を有する者は、

2点加点する

⑤全教科評定に2以下がなく、かつ理科と社会の評定が５であること

⑥本校の学校説明会に参加していること

＊推薦入試制度を利用して合格した場合は、合格後の入学の辞退、他校の受験は

一切できません。



推薦に基づく選抜
（推薦入試）

学力検査に基づく選抜
（一般入試）

第一志望優遇

併願優遇

推薦入 試

一般受験



・受験校が第一志望で、必ず入学することを条件に、入試得点に
加点して優遇してもらう制度。事前に入試相談が必要となる。

・他の学校が第一志望で、その第一志望校が不合格となった
場合は、必ず入学することを条件に、入試得点に加点して優遇

してもらう制度。事前に入試相談が必要となる。
＊私立校との併願優遇はできない私立高校もあります＊



10月

11月

12月

第４回進路希望調査

併願優遇の
基準・条件確認

三者面談
１０月２６日～１１月２日

三者面談
１1月30日～１2月8日

受験校・活用制度
確定

第１希望、第２希望の確定



第一志望 都立Ａ高校

第二志望 私立Ｂ高校（併願優遇）

【入学手続きの延納】
例１：国公立高校の入学選抜発表日の

翌日正午まで
例２：都立高校第一次募集・分割前期募集

合格発表日の翌日まで



私立高校の入試制度

私立高校の入試制度及び出願方法
（インターネットによるものも含む）は、
学校により異なりますので、
必ず事前にご確認ください。
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１０月１７日
第２回進路説明会

第３回進路希望調査

志望校・受験方式
確定

10月 11月 12月

三者面談
１１月３０日～１２月８日

第４回進路希望調査

志望校・受験方式
仮決定

志望校・受験方式
最終確認

三者面談
１０月２６日～１１月２日



1/22 
私立推薦入試

1月

2月

3月

都立第一志望
単願推薦・私立併願

私立第一志望
単願推薦

都立第一志望
都立一般・私立併願

2/10 
私立一般入試

1/26・27 
都立推薦入試

2/21 
都立一般入試

2/10 ～
私立一般入試

2/21 
都立一般入試

2/10 ～
私立一般入試
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【1】都立高校用入学願書

【2】都立高校用調査書

【3】自己PRカード

【4】調査書用記載事項確認書

【5】推薦・併願優遇願見本



①受験予定校主催の「学校説明会」等に参加すること。

注意点

②私立の調査書が【公立用】で可の場合は、公立用を
使用します。

③鉛筆や書いた文字を消せるボールペンは使用せず、
ペン又はボールペンを使用してください。

⑤受験用写真は、学校で 【 11月7日(月) 】 に撮影します。

④出願書類は、スタンパー印は使用せず、朱肉を使用して
ください。
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ご清聴ありがとうございました！




